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ご報告内容

１） 将来ビジョン 「総合まちづくり計画」の策定

２） 地域とともにある学校づくり
・ 小中一貫教育＝義務教育学校開校に向けた取り組み

３） 時代のニーズのあった“公共施設再編”について

４） 新たな交通サービスに向けて ＜社会実験＞

５） 農業振興 就農支援塾 他

６） 広域連携 ＋ 官学連携 ＋ 公民連携 の取り組みについて

７） 住民の生活の質（QoL)の向上 スマートシティについて

● ご意見拝聴・意見交換

豊能町の次世代に繋ぐまちづくり



● ２回目接種済 65歳以上 96.0% 65歳未満 80.7%

５歳以上全体 88.2%

● ３回目接種済 65歳以上 91.0% 65歳未満 57.8%

１２歳以上全体 74.6%

ワクチン接種について

豊能町

6月15日現在



ワクチン接種について

豊能町 ● ４回目のワクチン接種について

３回目ワクチン接種から ５か月が経過した

・ ６０歳以上の方
→ 接種券 随時送付

・ １８歳以上で基礎疾患を有する方

・ その他重症化リスクが高いと医師が認める方
→ 申請を受付し、随時送付



● ４回目接種の開始

・ 集団接種 ７月１０日（日） ～

・ 個別接種 ７月１１日（月） ～

ワクチン接種について

豊能町



豊能町

豊能町の次世代に繋ぐまちづくり

多くの 社会課題・地域課題を解決

持続可能な 魅力あるまちづくりを進めます



現状報告 総人口 と 税収

・ 平成7年のピークに比べ

２
３

・ 税収 ： 平成９年のピークに比べ １
２

・ 高齢化率 ４８％を超える

日本全体の抱える課題 →人口減少／少子高齢化



豊能町の魅力と地理的課題

東地区 里山の顔と
西地区 都会の顔があり

緑色の住宅地以外は
「市街化調整区域」



これまでの取り組み
１）将来ビジョン

最上位 「総合まちづくり計画」の策定

令和4年 令和13年
（2022） （2031）

10年間



将来のまちづくりの方向

×



過疎地域指定って何？
令和4年4月1日付

過疎地域指定

能勢町、豊能町

要件
① 人口減少率

H7ｰR2（25年間）23％以上

▲３１％

② 財政力指数
H30ｰR2（3年間） 0.51以下

0.45

令和3年
過疎地域指定

岬町、千早赤坂村



全国 1,718市町村 （東京23区除く）

過疎地域指定って何？

全国の市町村の半数以上が、過疎指定を受けています。

マイナスイメージの払しょくを図り、魅力ある豊能町へ



過疎地域指定って何？
＜近畿圏＞



● 今後について

「豊能町 過疎地域 持続的発展計画」の策定

「過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法」による財政支援

＜主なもの＞

１） 過疎対策事業債の活用

施設整備（ハード）や、地域活性化等の事業（ソフト）の財源に充てる
地方債 （充当率 100％、元利償還金の70％が普通交付税措置）

２） 国庫補助率のかさ上げ

統合小中学校に対する補助率のかさ上げ （ 50％ → 55％ ）

過疎地域指定を受けるメリット



ご報告内容

１） 将来ビジョン 「総合まちづくり計画」の策定

２） 地域とともにある学校づくり
・ 小中一貫教育＝義務教育学校に向けた取り組み

豊能町の次世代に繋ぐまちづくり



ふたば園

吉川小学校

小中一貫校

小中一貫校

地域とともにある学校づくり
東西 それぞれに小中一貫校（令和８年開校）

令和４年 先行して
東能勢小中学校（施設隣接型）



地域とともにある学校づくり
東能勢小中学校 主な改修内容



地域とともにある学校づくり

可動式バスケットゴール

エアコン



地域とともにある学校づくり

東能勢 小 中 学校 開校



地域とともにある学校づくり
学校運営協議会

地域 学校 家庭



地域とともにある学校づくり



ご報告内容

１） 将来ビジョン 「総合まちづくり計画」の策定

２） 地域とともにある学校づくり
・ 小中一貫教育＝義務教育学校開校に向けた取り組み

３） 時代のニーズのあった“公共施設再編”について

豊能町の次世代に繋ぐまちづくり



公共施設再編について
３） 人口規模にあった持続可能な公共施設の見直し

ｰ 時代のニーズに合わせたあり方検討 -

●

●

●

●

● ● ●
スポーツセンター

シートス

豊寿荘

西公民館

図書館

ユーベルホール

保健福祉センター

吉川支所

●

生き生きふれあい
ホール

●
●

役場

中央公民館

●

国民健康保険診療所

●

スポーツ広
場

吉川小学校

●

吉川保育所

●

●

●

吉川中学校

光風台小学校・ ひかり幼稚園

●

東能勢中学校

●

東能勢小学校

●

ふたば園

●

永寿荘

● ●

東ときわ台小学校

ふれあい広
場

●

●

郷土資料館■ 豊能町の公共施設位置図



これまでの取り組み
３） 人口規模にあった持続可能な公共施設の見直し

＜公共施設再編検討委員会 中間報告＞

本報告は、公共施設再編の今後の基本的
な考え方を取りまとめたものであります。
今後、各個別の施設の在り方について
協議していくこととなります。

町の将来を見据え、真に必要な施設に
ついては整備・更新する一方で、
全体の保有量を抑制する観点に立ち、
施設の複合化・転用等を行うなど、
施設の状況を見ながら、
住民にとって一番必要な施設は何か。
優先順位を付けていく事も必要です。

豊能町公共施設再編に関する
中間報告書

令和4年1月
豊能町公共施設再編検討委員会



公共施設再編検討委員会 中間報告書 概要

１） 公共施設等管理に対する考え方
ア） 人口減少や財政規模に応じた施設規模の適正化を図る
イ） 統廃合や複合化を視野に入れた施設の有効化を図る
ウ） 計画的な保全による長寿命化を図る
エ） 持続可能なまちづくりに向けた施設の整備を図る

２） 必要な施設の洗い出し

３） 公共施設の維持管理 及び 運営の考え方

① 財政運営上から、施設維持・管理の方針検討
② 委託、移管、指定管理の検討
③ 町の体制
④ 公民連携の視点
⑤ 利用者負担の適正化
⑥ 公平な利用
⑦ 町民参加促進



４） 公共施設の施設更新・再編の考え方
① 再編の手法 ・ 集約化 ・ 統合 ・ 多目的利用 ・ 転用

② 施設の整備（配置）の考え方
・ 機能集約 、総量規制
・ 設置目的との整合 、他都市での事例（複合化等）

③ 小学校の跡地活用

公共施設再編検討委員会 中間報告書 概要



公共施設等の在り方検討
町民の皆様と一緒に創る

ワークショップの開催

時代のニーズに合わせた
より良い公共施設・公共空間



ご報告内容

１） 将来ビジョン 「総合まちづくり計画」の策定

２） 地域とともにある学校づくり
小中一貫教育＝義務教育学校開校に向けた取り組み

３） 時代のニーズのあった“公共施設再編”について

４） 新たな交通サービスに向けて ＜社会実験＞

豊能町の次世代に繋ぐまちづくり



新たな交通サービスで安心して暮らせるまちへ
~交通がまちの未来を変える~

現状 課題

◆少子高齢化に対応した暮らしやすさを
実現する交通網の整備

◆交通弱者の移動手段の確保
◆共働きによる家族の送迎の負担軽減
◆地域コミュニティの場への参加促進
◆交通と商業施設の連携

●少子高齢化の進行

●地域コミュニティの希薄化

●日常の買い物や通院など、
自家用車への依存度が高い

【フェーズ１】 ~ 7/1より運行開始~

● デマンドタクシーの路線拡大
（希望ヶ丘乗入れ、余野⇔支所前の運行など）

● 光風台駅 ⇔ 千里中央 直通便の運行で、交通まちづくり

社会実験



新たな交通サービスで安心して暮らせるまちへ
~交通がまちの未来を変える~



新たな交通サービスで安心して暮らせるまちへ
~交通がまちの未来を変える~

時刻表は、広報とよの 7月号に同配します



新たな交通サービスで安心して暮らせるまちへ
~交通がまちの未来を変える~

現状 課題

◆少子高齢化に対応した暮らしやすさを
実現する交通網の整備

◆交通弱者の移動手段の確保
◆共働きによる家族の送迎の負担軽減
◆地域コミュニティの場への参加促進
◆交通と商業施設の連携

●少子高齢化の進行

●地域コミュニティの希薄化

●日常の買い物や通院など、
自家用車への依存度が高い

【フェーズ2】
●効率的な運行ネットワークに向け、

AIオンデマンド交通の実証実験を実施し、
ハブ＆スポーク型の交通体系への転換を検討する 【令和4年度中】

【フェーズ１】 ~ 7/1より運行開始~
● 光風台駅 ⇔ 千里中央 直通便の運行で、交通まちづくり

● デマンドタクシーの路線拡大
（希望ヶ丘乗入れ、余野⇔支所前の運行など）

社会実験



ご報告内容

１） 将来ビジョン 「総合まちづくり計画」の策定

２） 地域とともにある学校づくり
・ 小中一貫教育＝義務教育学校開校に向けた取り組み

３） 時代のニーズのあった“公共施設再編”について

４） 新たな交通サービスに向けて ＜社会実験＞

５） 農業振興 就農支援塾 他

豊能町の次世代に繋ぐまちづくり



農林水産省補助事業 農地中間管理機構関連農地整備事業を活用

〇 牧地区 農空間整備事業の取組み

工種 数量

整地工 16.8 ha

道路工 2.9km

用水路工 1.2 km

排水路工 4.0 km

【事業概要】
区画整理工 20.8ha（受益面積16.8ha）
総事業費 5.3 億円
事業工期 令和3年度～7年度

令和３年度 事業境界確定
次年度工事に向けた実施設計
文化財試掘調査

農業振興について
（令和3年度ご報告）

農空間整備事業



●就農支援塾 平成２９年度より開講（過去５年間で４５名が卒業）

本町では、平成２９年度より農業の担い手を育成する
「とよの就農支援塾」を開講し、
新規就農者として町内農業へ参入いただき、
遊休農地の解消と地域農業の活性化に取り組んでおります。

町内で新規就農し、直売所に出荷する方もおられます。

●アライグマ用、シカ・イノシシ用捕獲檻貸出し（貸出期間：概ね１ケ月）

●鳥獣防護柵補助金（補助率50%以内；上限10万円）

●狩猟免許取得補助金（予備講習会に係る受講料を全額補助）

●パイプハウス設置事業補助金（補助率30%以内；上限40万円） 他

農業振興について

地域の農業振興に有効な事業として、
以下の補助事業等があります。



ご報告内容

１） 将来ビジョン 「総合まちづくり計画」の策定

２） 地域とともにある学校づくり
・ 小中一貫教育＝義務教育学校開校に向けた取り組み

３） 時代のニーズのあった“公共施設再編”について

４） 新たな交通サービスに向けて ＜社会実験＞

５） 農業振興 就農支援熟 他

６） 広域連携＋官学連携 ＋ 公民連携 の取り組みについて

豊能町の次世代に繋ぐまちづくり



自治体との広域連携
京都府亀岡市と 「災害時 相互応援に関する協定」の締結

令和4年6月23日

応援の種類

① 食料、飲料水 及び 生活必需物

並びに 供給に必要な資機材

② 被災者の救出、医療、防疫、

施設の復旧等に必要な資機材

及び物資の提供

③ 救援、救助活動に必要な車両等の提供

④ 救助 及び 応急復旧に必要な職員の派遣

⑤ 被災者を一時収容するための施設の提供

⑥ 他、要請があった事項



光風台6丁目
緑地災害

官学連携

多
く
の
石
積
擁
壁
等
ば
存
在
（例
）



官学連携



官学連携



未来型知的インフラモデル発信拠点 自然災害リスク制御システムの実現に向けて

官学連携



公民連携

・ 転入促進
ローン
終活相談会 他

リビングラボ

未就学 子育て広場
“だんでらいおん”



ご報告内容

１） 将来ビジョン 「総合まちづくり計画」の策定

２） 地域とともにある学校づくり
小中一貫教育＝義務教育学校開校に向けた取り組み

３） 時代のニーズのあった“公共施設再編”について

４） 新たな交通サービスに向けて ＜社会実験＞

５） 官学連携 ＋ 公民連携 ＋ 広域連携 の取り組みについて

６） 住民の生活の質（QoL)の向上 スマートシティについて

豊能町の次世代に繋ぐまちづくり



スマートシティでの変革

デジタル技術を活用し、

社会課題・地域課題を見える化し、解決。

住民生活の質（QoL）の図る



スマートシティでの変革





大阪府 スマートシティ



豊能町のスマートシティプロジェクト

とよのんコンシェルジュ



豊能町のスマートシティプロジェクト

と
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豊能町のスマートシティプロジェクト

住民生活の質（QoL）の向上

とよのんコンシェルジュを中心に、自治体・企業・住人 みんなで育てる！



● 意見交換・情報共有・ご提言

・ 地域コミュニティ

・ 防犯/防災

・ 農業・観光

・ 賑わいづくり

・ 見守り

・ 健康延伸

・ その他

豊能町の次世代に繋ぐまちづくり


